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Fig･1 人工の口の説明図｡ (1)空気配管接続器具､ (2)人工の唇､
(3)唇圧力の調節ネジ､ (4)熱線風速計のプローブ､ (5)フォ トダイオー ド｡
記号の説明
D (t)- (po+p (t))- (p｡+p (t)) マウスピースと口内の圧力差
F (t)-W ･x (t) ･V (t) リー ド開口部を流れる空気体積流量
1 リー ドが人工の口の中に突き出た部分の長さ
po マウスピース内圧力の時間平均





Ⅴ (t) リー ド開口部の空気流速
Ⅴ (p (t)〉 マウスピー ス内圧力の変化幅
Ⅴ (P (t)) 口内圧力の変化幅
W リー ドの幅
Ⅹo 唇の圧力の下で静止しているリー ドの開口
Ⅹ (t) リー ド開口変化
Ⅹ (t)-X｡ リー ドの変位
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口を斜めに通過してフォ トダイオー ドに到達するのを防ぐにはリー ド内面を黒く塗っておくの
かよい｡ Ⅹ (t)の測定法の周波数特性はフォ トダイオードによって定まり､十分高い周波数
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研究会報告
分の場合､D (t)mH<0であることが確かめられるので空気流は口から楽器に向かう.そ


























































































ージをソプラノサキソフォンの リー ドに貼り､演奏者がタンギングを用いるときのリー ド振動
を観測した (Idogawaetal‥ 1991)ところ､リー ド振動開始時に3倍高調波に富んだ振動が
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